
No 該当箇所 意見（施策の提案） 意見（施策の提案）の理由 対応案 意見者

1

１ページ

Ⅰ　東日本大震災からの生活の回復

２（２）震災被害等に関する子どもの心のケア

・「心のケア」→「心身のケア」

・内容として「親の心のケア」「幼児の健全な成

長のための環境整備」も加える

・心と身体はセットであり切り離せないため

・子どものケアのためには親のケアも不可欠

・心を取り巻く環境整備が背景として欠かせない

御指摘を踏まえて、「震災被害等に関する子どもや保

護者の心身のケア」に修正します。

なお、当該項目は震災対応に特化した部分ですの

で、「健全な成長のための環境整備」についてはもっ

と広いものとして「Ⅳ　子どもにやさしい環境づくり」な

どで記載することとします。

橋口委員

2

P3　Ⅲ子育ての支援　1子育て家庭の負担軽減

と相談・情報提供体制の整備　(2)子育て等に関

する相談・情報提供体制の整備

→「保護者が気軽に相談できる体制づくり、～」

→「保護者が気軽に相談できる場所づくり、～」

子ども・子育て支援新制度に示す、利用者支援のあり

方に具体的に対応する為。

当該項目は電話相談や児童委員等も包括するため、

御指摘を踏まえて「保護者が気軽に相談できる場所

づくり・体制づくり」に修正します。

佐藤委員

3

３ページ

Ⅲ　子育ての支援

３（６）ひとり親家庭に対する支援

「ひとり親家庭・子どもの貧困に直面する家庭に

対する支援」にしてはどうか

「子どもの貧困」に対する取組を明確にし、その場合

「子どもの貧困」はひとり親だけの問題ではないから

「子どもの貧困」についてはひとり親だけの問題では

ないため、Ⅲ１「子育て家庭の負担軽減と相談体制等

の整備」やⅣ３「教育の充実」など、全体的に取組を記

載することとします。

橋口委員

4

P4　Ⅳ子どもにやさしい環境づくり　2地域にお

ける子ども環境の整備　(6)子育て支援の拠点

や子どもの居場所づくり

→地域子育て支援拠点、児童館、放課後子ども

総合プランの推進等

→地域子育て支援拠点、「知的好奇心を満たす

場、体を動かす場、」児童館、放課後子ども総

合プランの推進等

中高生にも対応した居場所づくりとする為。 御指摘を踏まえて、内容に盛り込みます。 佐藤委員

5

４ページ

Ⅳ　子どもにやさしい環境づくり

３（１）豊かなこころの育成

内容として、道徳教育に加えて「ふるさと教育」

も加える

現在の福島・日本にとって、「地方の時代」として不可

欠

御指摘を踏まえて修正します。 橋口委員

6

４ページ

Ⅳ　子どもにやさしい環境づくり

３（２）健やかな身体の育成

内容として、「自然体験プログラムの普及」も加

える

現代社会で、自然体験の不足は深刻な問題。原発事

故で遠ざかっている福島だからこそ。その重要性を明

記し取り組む必要がある。

自然体験については、同じ「Ⅳ　子どもにやさしい環境

づくり」の２（２）「地域における体験学習環境の推進」

で記載することとしています。

橋口委員

うつくしま子ども夢プラン（後期行動計画）次期計画の骨子案に対する意見等（9/5照会）
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